科学（図書）館についての意見のまとめ
（第３回検討委員会より）
１　展示のあり方について
1 考え方
· 本県を代表する研究者の標本類などの中から、代表的なものをそれぞれコーナーとして関連資料を付けて展示をする。できれば顕微鏡で再度観察ができる仕組みあるいは解剖体験なども交えて工夫してやることが必要。
· 植物とか岩石類、化石などは、県内にある施設との重複をさけるため関連施設の紹介コーナーを設けて、情報センターの役目を持たせ映像か何かで紹介。

· 潮江の子ども科学図書館で持っているもの、夏休みの研究成果など面白い良くできているものなど、どうしても展示したいものは別にコーナーを設ける。

· 自然を素材とした展示内容等が一番重要。
· 自然に親しむという点で、展示だけでは難しい。
· 基本的には高知の自然、宇宙・地球、それに合わせて科学技術といったことを網羅する必要がある。

· 理科の中でも、物理、化学、生物、地学がある。情報、数学もあるが、全体を網羅するにはちょっと無理かなと思う。

· 各分野を網羅するのは、面積から見て無理なことだと思う。

· 飽きられないものにしていく必要性がある。

· 子どもたちの状況を見ながら、常に変えていかなければいけない。

· 子どもが興味を持ってみるもの、興味を持てるようなものを展示。

· 専門の人が説明するのではなく、ロボットが出てきて説明すればよい。そういう発想があってもよい。

· 絞り込んでいく必要がある。

· 選択していく時にしっかりとした基準を持つことが大事。
· どこの科学館でも人気のあるような展示は、みんなが興味を示してくれる。取捨選択して展示するべき。

· スペースの関係で深くはできないが、広がりがないと、子どもたちは何に対して興味を示すかわからない。

· 展示物に来館者が触ると、思わぬことが起こり、いつも壊れているという展示物は、ないよりもっとひどい。予算を確保して、壊れないものをつくるようにしていく必要がある。
· 常に科学館の本来の役割、機能を念頭においておくことが重要。
· 各機関が連携し合いながら、展示をできる限り手作りでやるというのも一つの方法。

· なるべく物事を単純化して、理解を促すというやり方も非常に重要。工夫をする必要がある。
2 分類
· 植物や化石などは選択的に展示。

· 生態系のバランス、絶滅危惧種の問題、増えすぎの問題、イノシシやシカの食害等の問題、これに関する展示。

· 環境問題、自然保護に関するテーマで展示。
· 新しい天体についてブラックホールその他の画像の展示。

· 人工衛星、太陽系の模型、フーコーの振り子などの展示。

· プレートテクトニクスなどに関する展示。

· 南海地震、東南海地震などをパネル化したものなど、関連の岩石標本、地震の震源にあった岩石が陸上に上がってきた天然記念物などの標本。
· 物理・科学的な現象の原理・法則などを理解できるような展示。

· 引力、重力、電磁波、音波、電気などを理解できる展示。

· 科学技術の発展に伴う文明機器のブラックボックス化したものを解き明かすような展示。

· ロボットなど興味・関心をおこさせる展示。

· 原子力エネルギーをはじめとしてエネルギーに関する展示。

· 生命科学に関する話題性に富み興味・関心をおこさせる展示。

· 先端科学、生命科学の中から分かりやすく理解できる展示。

· 分子生物学、生命の根源に関するいろいろな展示、そしてアクションを取ることによって疑問を解消していくという展示物も設けてもらいたい。

· 特設展として特設会場や多目的室（ホール）などを利用して、全国科学館連絡協議会その他の巡回展を活用。
· 企画展として、昆虫、魚、貝や鉱物類など。

· 夏休みに「高知大昆虫展」など昆虫の特設会場をつくる。
· 本県出身の科学の先人である寺田寅彦に関連した展示。

· 細川（からくり）半蔵についての展示。

· 郷土の偉人に学ぶ展示コーナー。

· 県内企業、大学、高専、専門学校などの協力による展示。

3 体験型展示
· 体験型のものは古びてきたり、子どもが興味を示さなくなったりした場合、それを撤去することが非常に難しい。
· 大型の展示物は、オリジナルで特別な品物なので高価である。易々と交換することは難しい。よく考えて展示物を選んでいかなければならない。
· 持続させ何回も何回もきて、それをしたいというようなものを選ぶことが大切。
· 大きな機械を設置すると動かせないだろうし、非常に管理コストがかかるのでは。

· 体験的展示を多く設けるというやり方は狭いところでは非常にいい。

· 手作りでもいいが、強度のあるものにするためにプロの力を借りるという方針を取るべき。

· リニューアルの可能な展示を考えていくというのは大賛成。

· 子どもたちあるいは学校の先生たちが何を望んでいるのか情報をきちんと集めて、体験型のいわゆる手作りの科学館にしていきたい。

· いろいろな機器を使った展示は、面白いし素晴らしいがいくつも置けない。
4 その他
· ある程度県・市には予算確保するという姿勢をお願いしたい。

· 植物採集などに行く前に、オリエンテーション的な資料が展示されていると意味がある。

· 潮江にあるものも後で使うために、ある程度は収蔵庫に置く。

· 潮江の子ども科学図書館には、今すぐ展示しないといけないというものもある。捨てるというのは無理なので、どこかに収蔵しておかないといけない。

· JSTは巡回展をやっているので、支援をしたい。

２　活動内容について
1 考え方

· 子どもたちが、「この前うまくできなかったけど、もう１回行ってもっと飛ぶロケットをつくってみたい」、「紙飛行機を飛ばしてみたい」とか、そういった心を育てていかないと長続きしないのではないか。

· 現在子ども科学図書館で行われている中身をもっと拡大、充実させていく。

· 子どもたちの本性とか能力をいかに引き出して来るのかという内容。
· 科学館は学校種別を切り離して、縦構造として非常に発展した集まりになるので、小・中・高という校種に区切られないような活動を意識する。

· 県東部や西部の子どもたちのために、移動科学館などスタッフが乗って行って地域のボランティアの方と一緒に活動する。その中でスタッフを養成していく。

· 移動科学教室ができればよい。
· 観察可能な天体現象を観察できる道具、設備を整えて活動の中に加えていただきたい。

· 機能のところを抽象的、客観的に見て、論理的にもう少し仕分けしてみる必要性もあるのではないか。その作業をしながら、具体的な活動内容を決めていかないといけないのではないか。

2 内容
· 目の前で試験管なりフラスコを振って実験しているとインパクトは強い。
· 観察にしても、普段使えない顕微鏡などを揃えておいて、見て覚えるという方が効果はあるのでは。

· 登録制の子ども科学教室というのは、大変有効。高知市に限られると思うが、続けて実施してほしい。
· 子どもから親子連れ、高校の科学クラブ、大学との連携等、幅広い年代層に繋がっていく活動内容が有効かなと思う。

· 科学的な考え方や見方を持った市民を育てるという意味があるのであれば、親子、家族に限らずの一般の多くの方が参加できる実験、セミナーや研修などのような取組を取り入れていただきたい。

· 科学から疎遠になりがちな年代以降も親しめるような企画、活動内容の実施。

· 大人対象の科学講座というか、シニア対象のもの。

· 親子教室じゃなくて、小中学生のためのハイレベルのもの。
· 館外教室、野外教育というものが展示に代わるものとして考えられる。

· 自然の中へ飛び込んでいく体験できるプログラムが必要。
· 近くにある高知城が１つの拠点になるようなセットを組み、その為のパネル展示は必要。

· 科学館主催の観察会、採集会。
3 各所との連携

· 生命はとっかかりとして科学館に展示し、野外活動をいろいろな活動や高知自然学校構想などと連携させ、補っていく。
· フィールドの中で人材育成する仕組みとして、自然学校等と連携していく。
· 社会人とかNPOの方とかが、科学の実験を子どもたちに見せる催し物をすることで、たくさんの方に来ていただいて、出店的に科学体験をさせる活動をやるという手もある。
· 児童・生徒の科学作品展、県内のNPO、その他研究グループなどに会場を提供して展示してもらう。

· ロボットコンテストなどの後で、高知高専の生徒が作ったものを展示してもらう。
· 地域企業との連携で、身近な生活に密着した科学というところで、進めていただきたい。科学についての知識が乏しい人も入口として入りやすくなると思う。

· 理系の大学には支援をしていただきたい。

· 学校と連携して、小中学校だけでなく高校においても理数教育を補完する役割を科学館が担うべき。
· 一般の民間企業との連携も可能ではないか。

· 学校も有効に利用していく必要がある。

· 郡部の学校には、科学館を遠足の対象にしてもらうことができないか。

３　施設のあり方について
1 バックヤード

· 預かった大事なもの（標本や実験設備・道具など）をちょっと置くぐらいの小さな収蔵施設は館内に必要。
· 防災・防犯・安全の面ということを考えて、館外ということも1つの方法。
· 標本類等を収蔵するとスペースが要るので、館内あるいは隣接してというのは難しい。
· 離れていても運搬にそれほど支障のないぐらいの距離にあって、自然災害で、津波が来ても浸水しない所。
· 施設の中に空調の利いた部屋が一部ないと役に立たない。
· 既存の標本類など県外への流出を防ぐためのバックヤードとして、休校になった学校などを内部改造し収蔵に足る要件を備えた施設を整備。
· 安全性が保たれる範囲内で館外が可能かどうかを考えないといけない。
· 自然災害が非常に心配な県であり、最近、防犯のこともある。離れた所であれば、管理できるスタッフが常駐しているかが心配。
· バックヤード施設には、それを管理できる人が必要。
· 人がいなくても安全で保管できればいい。
· 面白いものを見せるということを最優先し、多少不便をしても収蔵施設は広い所をなるべく確保。
· 収蔵施設のきちんとしたものが必要。
· 収蔵場所にはそんなに遠くない場所で出し入れできるような条件が必要。
2 施設構成
· 工作室は、絶対必要。実験室、工作室は、いろいろテーマを入れ替えできる。
· 科学展や科学発表会とかを開催する広いスペースのホール。
· 子どもたちが何か手作りをする、木の実や岩石などを手で触るなど、そういった体験をするスペースも必要。
· うまくスペースを分けて、展示と別の学習ができるようにするのも必要ではないか。
４　役割・機能
1 科学館の特徴をどこに求めるのか、あるいは科学教育の導入としてどういうものが子どもたちに興味を示してもらえるのか考えていく必要がある。

2 基本は子どもに興味を持ってもらうこと。科学や理科についての興味を持ってもらうことがスタート。

3 どんなことを勉強したかという復習、どんな原因だったのかという予習など、考える場所が必要。

4 「生命・宇宙、地球」というのは、科学館の大きなテーマ。

5 県民にとっての中核的な情報センターとして、大人を意識したテーマ付けをしたらどうか。

6 学校でできる範囲のことをやったうえで、それをもっと高度化する、発展させるために科学館があるというようになってほしい。

7 科学教育に関するセンター、拠点機能を発揮してもらいたい。

8 科学館が学校教育の代替施設になっていくということは、避けるべき。

５　スタッフ・ボランティア
1 ボランティアとして大学生が子どもたちに体験型の展示施設の前で科学について、いろいろ解説してあげたり補助してあげたりということでいい。

2 展示機器について解説してくれる人が必要。

3 科学館を利用して、大学生や高専の学生に参加してもらい活動してもらう。

4 大学との連携は、最先端の技術あるいは学問的な成果を紹介してもらうだけでなく、学生をターゲットにした人的な連携も必要。

5 来館者が少ない平日の昼間に、スタッフは、実験の材料づくり、新しい教材開発、展示物のメンテナンス、展示物を新たに工夫、工作する時間に充てることができる。また標本類の維持管理などにも充てることができる。

6 常に新しい情報を手に入れ、自分なりの研究テーマを持つという意識の高いスタッフがいないと機能しないのではないか。

7 館のスタッフとしては、学生や専門的な職員、県なり市なりが委託したボランティア、NPOなどの人が考えられる。

8 研究者としてかなり研究を深くされており、科学教室と催しものを企画する専門スタッフ。それに協力できる非常勤のスタッフ。この館の維持管理、予算、といったものを考える行政と繋がりの深い、管理者としての常勤のスタッフも必要。３種類のスタッフが必要と考える。

9 科学館で指導主事等が教材開発や教材研究について、関わりが持てるシステムができれば、機材も使えるし、子どもたちに対して新しい教材を使うこともでき、資質向上につながる。

６　その他
1 この館のネーミングの問題がある。もう少し詰めていく必要があるのではないか。

2 遠くから来た時の駐車場について考えてほしい。

3 子どもが科学に一番興味を持つ頃は就学前や小学校の低学年であり保護者が必ず連れてくるので、家庭の興味を持たすという視点を考えたらよい。

4 目指す科学館像の②、「自然、宇宙・科学技術」という言葉が並んでいるが、重複感がある。宇宙は自然の一部であり、また自然、宇宙は科学の一部でもあり、技術も使われている。例えば「生命から宇宙、そして先端技術を学び」とか、日常技術でも先端技術でも、技術だけでもいいと思う。

5 県内の学校が年1回ぐらい必ず来るというようなシステムをとっているような県レベルでの館があるか。
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